
広報WARABI ● 平成28年10月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.11km２

● ９月１日現在人口：73,662人 前月比    +68人
 　　　　　　　　　   男 37,492人　女 36,１70人
　　　　　　　　　 世帯数：37,３79
　　　　　　　　　 人口密度：14,４15人／km２

2016/平成28年
わらび・787

「聴く人の心に響く歌を－」
仲間と手にした関東大会金賞
　先月17日、千葉県文化会館で開催さ
れた「第71回関東合唱コンクール」に、
一中音楽部が出場しました。８年ぶり
に県大会を突破し、大舞台に臨んだ部
員30人は透き通るような歌声を披露。
会場中を魅了してみごと手にした金賞
に、生徒たちの笑顔も輝いていました。

～今月の特集～
◦わらび市政スポット

Ⓒ 2016（株）フォトライフ
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広報WARABI　2■埼玉県民手帳を販売します／18日～12月16日　市役所１階市民活動推進室　500円　詳細＝庶務課（☎433･7705）

特　集

市政スポ
ット

まちの情
報を

発信しま
す

皆さんの力を今度は地域で生かしませんか（写真は中央公民館で外国
人に日本語を教えている日本語ボランティアわらび中央の皆さん）

　今月の特集・市政スポットでは、現在、市が進めてい
る取り組みのなかから、アクティブシニアの社会参加支
援事業とふるさと納税の返礼品制度について紹介します。

高
齢
社
会
が
進
む
な
か
、

蕨
市
に
お
い
て
も
人
口
の

約
23
％
は
65
歳
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
で
そ
の
80
％
以
上
は

介
護
を
必
要
と
し
な
い
元
気
な
人

た
ち
で
す
。
そ
う
し
た
元
気
な
高

齢
者
、い
わ
ゆ
る「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ

ニ
ア
」
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
は
、
地
域
の
活
性
化
や
発
展
に

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
計
画
し
て
い

る
の
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
社

会
参
加
支
援
事
業
で
す
。
県
の
モ

デ
ル
事
業
で
あ
る
本
事
業
は
、
お

お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
が
地
域
に

興
味
を
持
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

市
民
活
動
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
具
体
的

に
は
地
域
デ
ビ
ュ
ー
の
き
っ
か
け

と
な
る「
見
本
市
」や「
体
験
会
」を

開
催
す
る
ほ
か
、
活
動
を
始
め
た

い
人
と
仲
間
を
求
め
て
い
る
団
体

と
を
結
び
付
け
る
「
ナ
ビ
ゲ
ー
タ

ー
」
を
わ
ら
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

超

テ
ー
シ
ョ
ン
に
配
置
し
ま
す
。

　

仕
事
が
一
段
落
し
、今
度
は「
地

域
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
」
と

お
考
え
の
人
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
の

力
が
蕨
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
必
要

で
す
。
わ
ら
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
皆
さ
ん
の
は
じ

め
の
一
歩
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
細
＝
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
中
央

１
－
23
－
８　

☎
445
・７
２
５
６
）

　50代で定年後を見据え、「蕨パ
ソコン支援隊」に入り、今も仲間
と交流や活動を楽しんでいます。
行動に移すのは勇気がいるので
今回のサポート体制の充実はい
いことですね。自らのためにも
早めの活動開始をお勧めします。

うれしいサポートの充実

中
なか

村
むら

 和
かず

弘
ひろ

さん

中央４丁目・64歳

私たちナビゲーターにご相談ください！
～希望者と団体の橋渡し～

わらびネットワークステーション

八
や

木
ぎ

 守
まもる

さん 先
せん

崎
ざき

 隆
たかし

さん

元
気
な
シ
ニ
ア
世
代
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
へ

　
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
社
会
参
加
支
援
事
業

あなたの
力を

まちづく
りに

　らび

わらびネットワークステーション／火～金＝午前８
時半～午後９時　土・日＝午前８時半～午後５時

　地域との関わ
りをまだ持って
いない人が活躍
できるようお手
伝いします。特
に男性は退職後
家にいがちです。
ぜひお気軽にお
越しください。

今後のスケジュール（予定）
①つながるバンクスキルアップ研修会
　10月27日（木）　午後１時　くるる　無料
②ボランティア・市民活動見本市
　来年２月５日（日）　市民会館
③はじめてのボランティア・市民活動（体験会）
　来年２月～３月　各団体の活動場所
※②③の詳細は決定しだい、お知らせします
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　ふるさと納税の流れ
Step1. 蕨市に申し込み・寄附をする（方法は２通り）

①ふるさと納税サイト「さとふる」から申し込み

　【入金方法】クレジットカード
②申込書による申し込み
　�所定の申込書に記入の上、持参かFAX（433・
7722）、Eメールで市役所３階庶務課
　【入金方法】窓口支払い、納付書、
　　現金書留、ゆうちょ銀行の払込取扱票
※返礼品は寄附後、１週間～１か月後に届きます
Step2. 確定申告をする
　蕨市から届いた寄附受領証明書か領収書を添
　付し、居住地の申告会場で手続きをする
※�確定申告や住民税申告を行わない給与所得者
は「ふるさと納税ワンストップ特例制度」を
活用すると、確定申告は不要となります

Step3. 税金が還付・控除される
　所得税と住民税から還付・控除されます
問い合わせ＝庶務課（☎433・7705）

■平成28年台風10号等災害に伴う義援金のお礼／10万2,467円を被災地へ送金 問い合わせ＝庶務課（☎433･7705）3　広報WARABI

特集：わらび市政スポット　～まちの情報を発信します～

　蕨に住んで２年。コンパクト
で利便性が高く、子育てもしや
すいと思います。今回の制度の
開始で、他の地域に住む人から
の寄附も増えるでしょうし、返
礼品を通じて市内外に蕨の魅力
を広めていければいいですね。

寄附増と魅力発信を期待

長
は せ が わ

谷川 一
かず

姫
き

さん

中央２丁目・33歳

蕨
へ
い
っ
そ
う
の
応
援
・
愛
着
を
！

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
制
度
ス
タ
ー
ト

市内外の
人

どなたで
もOK

１煎餅セット（車貴仙） ２双眼鏡（鎌倉光機） ３鉄道模型セット（マイクロエース） ４双子
織バッグ（クチュールカワムラ） ５IBIZAバッグ（ワイアンドシー） ６手ぬぐいセット（染
太郎） ７わらびりんごサイダー・宿泊チケット（蕨市・群馬県片品村） ８トートバッグ・扇
子（河鍋暁斎記念美術館）　※かっこ内は提供元。上記以外にも返礼品を用意しています

寄
附
が
蕨
の
ま
ち
づ
く
り
に

蕨 Ｗarabi
魅力が
　ぎゅっと

｢蕨市ふるさとわらび応援基金」を活用する事業
１．協働によるまちづくりを推進する事業
２．安全・安心なまちづくりを推進する事業
３．子育て及び教育を支援する事業
４．にぎわいと活力のあるまちづくりを推進する事業
５．高齢者、障害者等の生活を支援する事業
６．その他基金の設置目的達成のために市長が必要と認める事業

分
の
故
郷
や
応
援
し
た
い

自
治
体
に
寄
附
を
す
る
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」。
こ
れ
ま
で
本

市
で
は
、「
蕨
市
ふ
る
さ
と
わ
ら

び
応
援
基
金
」
に
よ
り
、
寄
附
者

の
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
で

き
る
し
く
み
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
度
、
更
に
多
く
の

人
に
寄
附
で
蕨
を
応
援
し
て
い
た

だ
こ
う
、
ふ
る
さ
と
蕨
へ
の
愛
着

を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
開
始
し

た
の
が
返
礼
品
制
度
で
す
。
ふ
る

さ
と
納
税
サ
イ
ト「
さ
と
ふ
る
」ま

た
は
、
市
役
所
（
平
日
の
開
庁
時

間
内
）で
申
し
込
み
を
受
け
付
け
、

寄
附
金
５
０
０
０
円
か
ら
30
万
円

以
上
ま
で
の
間
で
、
８
コ
ー
ス
の

中
か
ら
返
礼
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　

蕨
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
品
を
お
礼

自

と
し
て
用
意
し
た
本
制
度
へ
の
申

し
込
み
は
、
ど
な
た
で
も
可
能
で

す
。
市
外
の
親
戚
や
友
人
の
皆
さ

ん
に
も
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

さとふる　蕨 検索

１ ２ ３
４ ５
６ ７ ８

寄附で
蕨を応援
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私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え

て
い
く
上
で
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
税
金
。
市
で
は
今

後
も
滞
納
を
減
ら
し
て
い
く

取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
税
金

や
保
険
料
の
納
付
で
お
困
り

の
人
は
、
納
税
推
進
室
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い（
参
考
２
）。

■不動産無料相談会／11月３日　午前10時～午後３時　宿場まつり会場　詳細＝県宅建協会南彩支部（緯229・4630）

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
〕

▼
加
湿
器　

標
準
サ
イ
ズ　

使
用

感
あ
り　

取
扱
説
明
書
付
き　

取

り
に
来
て
く
れ
る
人
≪
春
原
・
緯

090
・
８
３
１
８
・
９
２
２
５
≫

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
９
時
半　
南
公
民
館　
無
料
≪
山

本
・
緯
432
・
４
５
４
３
≫

▼
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
わ
ら
び

中
央　

火
曜
日
＝
午
後
１
時
半　

水
曜
日
＝
午
後
２
時　

中
央
公
民

館　

月
２
０
０
円
≪
篠
・
緯
090
・

８
９
４
５
・
７
８
０
７
≫

▼
北
町
ア
ー
ト
ア
ト
リ
エ
（
造

形
）　

月
３
８
０
０
円　

幼
児
～

小
学
生　

北
町
公
民
館
の
耐
震
補

強
工
事
に
伴
い
時
間
と
会
場
は
電

話
で
要
確
認
≪
大
矢
・
緯
090
・
９

９
５
２
・
７
６
５
８
≫

▼
ね
こ
の
み
み
（
市
民
交
流
・
談

話
）　
月
１
回　
正
午　
市
内　
５
０

０
円
≪
北
田
・
緯
432
・
８
５
０
１
≫

▼
蕨
中
東
カ
ン
フ
ー
ク
ラ
ブ　

土

曜
日　

午
前
11
時　

中
央
東
小
学

校　

月
３
０
０
０
円　

５
歳
以
上 

初
心
者
大
歓
迎
≪
高
橋
・
緯
080
・

６
６
９
０
・
２
１
２
１
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

北

小
学
校　

月
１
５
０
０
～
２
０
０

０
円
（
未
就
学
児
は
年
間
１
０
０

０
円
）　

年
中
～
小
学
生
≪
小
泉
・

緯
090
・
４
９
４
８
・
５
９
３
６
≫

納めていただいた税金は環境衛生や子育て、防
災などさまざまな分野で有効に使われています

２
８
０
０
万
円
で
、
市
に
入

っ
て
く
る
お
金「
歳
入
」の
約

46
・
２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
市
税
の
収
納
状
況

な
ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

直
近
５
年
間
（
右
下
グ
ラ

フ
）
の
数
字
を
見
る
と
、
徴

収
や
滞
納
抑
制
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
た
こ
と
に
よ

り
、
収
納
率
は
90
・
７
％
か

ら
93
・
１
％
へ
上
昇
。
そ
し

て
、
市
税
滞
納
額
に
つ
い
て

も
、
約
10
億
６
１
０
０
万
円

か
ら
約
７
億
６
４
０
０
万
円

へ
と
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
期
限
ま

で
に
税
金
を
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
滞
納
を
し
て
い
る

人
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
滞

納
者
に
対
し
て
、
市
で
は
督

促
状
や
催
告
書
を
送
り
、
自

リポート　そこが知りたい

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
税
金
は
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
上
で
貴
重
な
財
源
で
す
。

　

住
宅
都
市
の
蕨
で
は
、
税

金
の
多
く
が
市
・
県
民
税
や

固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
、

市
た
ば
こ
税
、
都
市
計
画
税

と
い
っ
た
「
市
税
」
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度

の
市
税
総
額
は
約
１
１
２
億

の
差
し
押
さ
え
を
執
行
し
換

価
を
行
い
、
市
税
等
に
充
当

し
ま
す
。
税
負
担
の
公
平
性

と
税
収
の
確
保
な
ど
か
ら
、

昨
年
度
は
４
３
０
件
実
施
し

ま
し
た
。な
お
、本
市
を
は
じ

め
県
内
全
市
町
村
と
埼
玉
県

で
は
、
今
月
か
ら
12
月
ま
で

を
滞
納
整
理
強
化
期
間
と
し
、

「
ス
ト
ッ
プ
！
滞
納
」を
合
い

言
葉
に
催
告
や
差
し
押
さ
え

な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
税

市
税
等
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

主
納
付
を
お
願
い
し
て
い
る

ほ
か
、納
税
相
談
を
実
施
し
、

個
々
の
事
例
に
沿
っ
て
丁
寧

な
対
応
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
正
当
な
理
由
が

な
く
滞
納
を
し
て
い
る
悪
質

な
滞
納
者
に
対
し
て
行
っ
て

い
る
の
が
、
差
し
押
さ
え
処

分
で
す（
参
考
１
）。
こ
れ
は

地
方
税
法
等
の
規
定
に
基
づ

く
も
の
で
、財
産
調
査
の
上
、

給
与
や
預
貯
金
・
不
動
産
等

　
子
育
て
支
援
や
防
災
対
策
、
道
路
・
公
園
の
整
備
な
ど
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
上
で
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
市

税
で
す
。
今
月
は
市
税
の
収
納
状
況
や
滞
納
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　歳
入
の
約
46
％
は
市
税

近
年
の
収
納
率
は
向
上

｢

ス
ト
ッ
プ
！
滞
納｣

に

向
け
た
取
り
組
み
推
進

納
付
で
お
困
り
の
か
た

早
め
に
市
へ
ご
相
談
を

〈１１9〉

０
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市税滞納額と収納率

市税滞納額 収納率

～まちづくりに使われる税～
子育て

防災

衛生

公園

参考１　～市税等滞納整理の流れ～

参考２　～納税相談はお早めに～

｢収入や財産があるにもかかわらず滞納をし
ている」､ ｢督促に応じない」など悪質な滞納
者に対し、上記の流れで滞納整理を行います

　病気や失業など特別な事情により、納付が
困難な人は早めにご相談ください。

　開設日：月～金曜日（祝日を除く）
　時　間：午前８時半～午後４時半
　ところ：市役所２階納税推進室
　　　　　（緯 433・7709、433・7744）

換
価（
強
制
取
立・公
売
）

↑

財
産
差
し
押
さ
え

↑
財
産
調
査

↑

督
促
・
催
告

↑滞
納↑

納
税
通
知
書
発
送
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長寿を祝う催し盛大に
　

９
月
17
日
、
市
民
会
館
で

「
お
年
寄
り
を
敬
う
会
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
77
歳
以
上

（
９
月
末
現
在
）
に
な
る
６

６
８
４
人
（
前
年
比
１
８
１

人
増
）
を
お
招
き
し
、
１
４

５
６
人
が
出
席
。
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
敬
老
作
文
の
朗
読

や
演
奏
、
ダ
ン
ス
の
ほ
か
、

演
芸
な
ど
を
通
じ
、
ご
長
寿

を
盛
大
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。

■「違反建築なくそう運動」法令等説明会／18日　午後２時～４時　キュポ・ラ（川口市）　詳細＝建築課（緯433・7715）

出発式で安全を再確認
　
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」（
９
月
21
日
～
30
日
）
に

合
わ
せ
、９
月
21
日
、イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
錦
町
店
で
出
発

式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
式
典

に
は
関
係
団
体
の
ほ
か
、
武

南
高
校
応
援
部
な
ど
計
１
５

０
人
が
参
加
。
会
場
周
辺
で

は
、
啓
発
品
を
配
り
な
が
ら

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
遵

守
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

思いを英語でスピーチ
　

９
月
６
日
、
中
央
公
民
館

で
「
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

の
中
学
生
が
日
頃
の
英
語
学

習
の
成
果
を
披
露
す
る
こ
の

催
し
。
日
常
生
活
や
体
験
の

な
か
で
得
た
思
い
な
ど
を
と

き
お
り
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交

え
な
が
ら
発
表
し
た
15
人
は
、

ス
ピ
ー
チ
を
通
し
て
国
際
的

な
視
野
も
広
げ
て
い
ま
し
た
。

生涯学習の祭典が開催
　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
市
内
６
公
民
館
で
開
か

れ
て
い
ま
す
。
各
地
区
に
先

駆
け
、
下
蕨
地
区
で
は
９
月

２
日
か
ら
４
日
ま
で
下
蕨
公

民
館
を
主
会
場
に
開
催
。
演

奏
や
ダ
ン
ス
の
発
表
の
ほ
か
、

作
品
展
示
な
ど
を
通
じ
て
、

来
場
し
た
子
ど
も
や
高
齢
者

な
ど
、
２
４
４
４
人
は
触
れ

合
い
と
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

群
馬
県
片か

た

品し
な

村
と「
ふ
れ
あ

い
交
流
協
定
」、「
災
害
時
に

お
け
る
相
互
応
援
協
定
」
を

結
び
、
今
年
で
20
年
に
な
り

ま
し
た
。
８
月
の
災
害
協
定

に
続
き
、
９
月
25
日
、
片
品

村
収
穫
祭
で
ふ
れ
あ
い
交
流

協
定
の
20
周
年
記
念
覚
書
の

調
印
式
が
行
わ
れ
、
両
首
長

と
両
議
長
が
更
な
る
交
流
と

協
力
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

片品と交流協定20周年

▼
蕨
塚
越
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

東

小
学
校
ま
た
は
塚
越
小
学
校　

月

２
５
０
０
円　

年
中
～
小
学
生　

体
験
入
団
も
大
歓
迎
≪
元
山
・
緯

090
・
８
４
６
１
・
５
３
１
５
≫

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前

ラ
・
セ
ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０

円
≪
浦
島
・
緯
224
・
５
９
１
５
≫

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
蕨
第
一
中
学
校
創
立
70
周
年
記

念
同
窓
会　

11
月
27
日　

午
後
１

時　
市
民
会
館　
５
０
０
０
円
≪
今

井
・
緯
447
・
１
２
０
０
≫

▼
セ
ピ
ア
・
火
曜
会
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー　

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
＝

４
日
・
22
日　

午
後
１
時
15
分　

６
０
０
円　

練
習
会
＝
31
日　

午

前
９
時
半　

４
９
９
円　

く
る
る

≪
坂
内
・
緯
443
・
８
９
６
８
≫

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
体
験
会 

11
月
中　

詳
細
は
電
話
確
認
≪
蕨

市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
・

緯
090
・
６
１
２
５
・
４
２
８
３
≫

▼「
昔
街
歩
き
・
真
岡
」参
加
者
説

明
会　

日
時
等
は
電
話
確
認
≪
日

帰
り
旅
倶
楽
部
・
岩
本
・
緯
090
・

３
４
３
１
・
４
２
９
５
≫

▼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

５
日
・

12
日
・
26
日　

午
後
１
時　

く
る

る　

４
９
９
円
≪
犬
塚
・
緯
441
・

７
３
７
３
≫

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

４
日

＝
中
央
公
民
館　

14
日
＝
南
公
民

館　

20
日
＝
旭
町
公
民
館　

午
後

７
時　

語
り
合
い
の
場
≪
円
浄
・

緯
090
・
２
５
２
２
・
８
６
８
８
≫

最初は苦労し
ていた料理も
だんだん手慣
れてきました

共同生活をサ
ポートする大
学生の指導員
と楽しく夕食

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

◆

　慣れない料理や掃除は大変だ
ったけど、みんなで協力して乗
り切りました。家ではあたりま
えにしてくれている親に「いつ
もありがとう」と言いたいです。
今後は、なるべく身の回りのこ
とは自分でしたいと思います。

伹
ただ

野
の

 凌
りょう

淳
じゅん

さん
南小学校６年

伝えたいです
　感謝の気持ち

感想を聞きました

　市内４地区で４年生以上の小学生
合わせて93人が、公民館で宿泊しな
がら学校に通う合宿通学に参加しま
した。親元を離れて共同生活を行う
ことで、自主性や協調性などの「生
きる力」を育むこの事業。南公民館
では９月４日から10日まで開かれ、
地域の皆さんに支えられながら、炊
事や洗濯などを体験し、思いやりの
心や家族のたいせつさを学びました。

～家族と離れて共同生活～
｢生きる力｣を育む合宿通学

南
町
地
区
で
は
21
人
が
参
加
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ワ
ラ
ビ　

あ
、
お
隣
の
Ａ
子

さ
ん
。
お
出
か
け
で
す
か
？

Ａ
子
さ
ん　

え
ぇ
、
乳
が
ん

の
集
団
検
診
の
申
し
込
み
の

締
め
切
り
が
13
日
ま
で
だ
か

ら
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
行
こ

う
と
し
て
い
た
の
よ
。

お
母
さ
ん　

新
聞
や
テ
レ
ビ

な
ど
で
乳
が
ん
の
報
道
を
目

に
す
る
わ
ね
。
そ
う
い
え
ば

私
も
申
し
込
み
が
ま
だ
な
の

で
、
よ
か
っ
た
ら
い
っ
し
ょ

に
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
子
さ
ん　

い
い
で
す
ね
！

早
速
行
き
ま
し
ょ
う
。

保
健
師　

こ
ん
に
ち
は
。
検

診
の
申
し
込
み
で
す
ね
。

Ａ
子
さ
ん　

は
い
。
最
近
、

乳
が
ん
に
か
か
る
女
性
が
増

え
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

30
代
か
ら
増
加
す
る
女
性
の
乳
が
ん
患
者
数

検
診
と
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
二
重
の
対
策
を

保
健
師　

近
年
、
食
生
活
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な

ど
に
よ
っ
て
乳
が
ん
に
か
か

る
人
が
増
え
、
12
人
に
１
人

が
罹
患
す
る
女
性
の
代
表
的

な
が
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん　

そ
れ
は
多
い
で

す
ね
、人
ご
と
じ
ゃ
な
い
わ
。

保
健
師　

特
に
出
産
歴
や
授

乳
経
験
が
な
い
人
、
初
潮
年

齢
が
早
い
人
な
ど
が
か
か
り

や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

何
歳
く
ら
い
の
人

が
な
り
や
す
い
の
か
な
？

保
健
師　

30
代
後
半
か
ら
急

増
し
、
40
～
50
代
を
中
心
に

最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
子
さ
ん　

若
い
か
ら
と
い

っ
て
、
必
ず
安
心
で
き
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
の
ね
。

お
母
さ
ん　

市
で
は
毎
年
検

診
を
行
っ
て
い
ま
す
よ
ね
？

保
健
師　

は
い
。
今
年
も
12

月
に
集
団
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
６
月
に
送

付
し
た
案
内
に
従
い
、
13
日

ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
持

参
か
郵
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

集
団
検
診
っ
て
ど

ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
な
？

保
健
師　

30
歳
以
上
の
女
性

を
対
象
に
、
乳
房
Ｘ
線
検
査

や
視
触
診
を
自
己
負
担
額
５

０
０
円
で
実
施
し
ま
す
。
昨

年
度
は
対
象
者
の
約
２
割
に

当
た
る
３
１
６
３
人
が
受
診

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ワ
ラ
ビ　

そ
う
な
ん
だ
～
。

親と子の
ニュースの
小窓

乳がんの早期発見へ
定期的に実践を

検診とセルフチェック
　年間７万人以上の女性に見つかる
乳がん。12人に１人が罹

り
患する女性

の代表的ながんですが、早期に発見
し適切に治療を行えば、治る可能性
が高いといわれています。乳がん月
間でもある今月は、市の検診やセル
フチェック方法などを紹介します。

「
検
診
の
未
受
診
者
は
こ
の
機
会
に
」と
、保
健
セ
ン
タ
ー
の
鹿
嶋
保
健
師

保
健
師　

ま
た
、
40
歳
の
人

に
は
指
定
医
療
機
関
で
個
別

受
診
が
で
き
る
、
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

Ａ
子
さ
ん　

そ
う
な
の
ね
。

と
こ
ろ
で
、
日
頃
か
ら
私
た

ち
自
身
が
気
を
つ
け
ら
れ
る

こ
と
は
あ
る
か
し
ら
。

保
健
師　

乳
が
ん
は
自
分
で

見
つ
け
る
可
能
性
の
あ
る
が

ん
の
た
め
、
定
期
的
な
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
が
大
事
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
（
左
参
照
）。

お
母
さ
ん　

小
さ
な
変
化
に

気
づ
け
る
よ
う
に
、
自
分
の

胸
の
状
態
を
き
ち
ん
と
確
か

め
て
お
き
た
い
わ
ね
。で
も
、

や
は
り
不
安
で
す
よ
ね
…
。

保
健
師　

は
い
。
少
し
で
も

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合

に
は
、
す
ぐ
に
専
門
医
に
か

か
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
検
診
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

問
い
合
わ
せ
＝
保
健
セ
ン

タ
ー（
緯
431
・
５
５
９
０
）

始めましょう、月に１度のセルフチェック
　乳がんは自分で見つける可能性
のあるがんです。たいせつなのは
乳房を観察し、触れるなど、定期
的にその状態を知ること。ぜひ、
セルフチェックを行いましょう。

○乳房のしこりの有無を調べる
○左右の乳房の形に変化はないか
○皮膚にえくぼやひきつれはないか
○発赤・浮腫・ただれはないか
○�血液や黄色の分泌物など、乳頭か
ら異常な分泌液は出ていないか

チェックポイント

※毎月、月経終了から１週間後頃に、また
　閉経後のかたは日を決めて行いましょう。

○腕を上げ、指
をそろえて平手
の指の腹で乳房
に渦巻きを描く
ようにして、し
こりやこぶがな
いか確認する

①鏡の前に立っ
て、自然な状態
で乳房を観察

②両手を上げ、
正面や側面、斜
めから調べる

③乳首をつまん
で分泌物が出な
いか確かめる

～入浴中に座りながら～

～入浴前に鏡に向かって～
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理
り

咲
さ

子
こ

ちゃん
（４歳９か月）

輝
き

一
いち

ちゃん
（１歳６か月）

増
ます

渕
ぶち

　博
ひろ

昭
あき

さん　
陽
よう

子
こ

さんの
長女・長男　 　
　　中央１丁目

旺
おう

樹
き

ちゃん
（１歳９か月）

松
まつ した

下　伸
のぶ みつ

光さん　
恵
え

里
り

さんの
長男　　　　

　　錦町在住　

『キラリ！！みんなの力』は、わらびネットワークステーション（緯445・７２５６）の市民活動登録団体を紹介しています

　
「
マ
イ
ペ
ー
ス
で
ち
ょ
っ

ぴ
り
甘
え
ん
坊
な
旺
樹
。
最

近
は
分
か
る
言
葉
も
増
え
、

私
が『
ぎ
ゅ
～
』と
言
う
と
、

勢
い
よ
く
駆
け
て
き
て
胸
元

に
抱
き
つ
い
て
く
れ
る
ん
で

す
。
そ
ん
な
旺
樹
と
の
日
課

は
お
風
呂
で
の
ひ
と
と
き
で

す
。
湯
ぶ
ね
に
つ
か
り
な
が

ら
１
か
ら
順
番
に
数
え
て
あ

げ
る
と
、
最
後
は
必
ず
『
じ

ゅ
～
』と
、声
に
出
し
て
に
っ

こ
り
す
る
ん
で
す
よ
。
そ
ん

な
姿
が
と
て
も
愛
ら
し
い
で

す
ね
。
旺
樹
に
は
思
い
や
り

が
あ
っ
て
、
な
ん
で
も
挑
戦

で
き
る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い

で
す
」と
、母
親
の
恵
里
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－534－

　

群
馬
県
片
品
村
と
「
ふ
れ

あ
い
交
流
協
定
」並
び
に「
災

害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協

定
」
を
締
結
し
て
、
今
年
で

20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

都
心
に
近
く
、
人
口
密
度

日
本
一
の
蕨
市
と
尾
瀬
を
は

じ
め
自
然
が
豊
か
で
農
産
物

も
豊
富
な
片
品
村
と
の
交
流

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、

防
災
面
に
お
い
て
も
大
変
心

強
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
度
、
災
害
協
定
に
つ

い
て
は
８
月
の
蕨
市
総
合
防

災
演
習
に
お
い
て
、
ふ
れ
あ

い
交
流
協
定
に
つ
い
て
は
９

月
の
片
品
村
収
穫
祭
に
お
い

て
、
今
後
の
交
流
の
更
な
る

発
展
に
向
け
た
「
20
周
年
覚

書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
相
互
の
イ
ベ

ン
ト
で
の
特
産
品
出
品
や
美

術
作
品
の
交
換
展
示
、
国
際

青
少
年
キ
ャ
ン
プ
の
共
同
開

催
、
わ
ら
び
り
ん
ご
の
片
品

村
へ
の
記
念
植
樹
な
ど
、

様
々
な
交
流
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、20
周
年
を
機
に
、

片
品
村
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
の

開
催
や
蕨
の
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
に
片
品
村
特
産
品
を

取
り
入
れ
た
り
、
蕨
の
防
災

演
習
に
初
め
て
片
品
村
の
給

水
車
が
参
加
す
る
な
ど
、
新

た
な
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
蕨
市
と
片
品

村
と
の
豊
か
な
交
流
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

尾
お

瀬
ぜ

の郷・片
かた

品
しな

村との
ふれあい交流＆災害協定20周年

92

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
ただし、今月は13日、11月は
10日です。時間は午後１時～
５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課

（緯433・7701）へご連絡を。

～ ハナミズキ ～

紹介します！皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

メッセージ

和気あいあいとした雰囲気で活動する
皆さん

山
やま

本
もと

　操
みさお

代表

ナ
ミ
ズ
キ
は
、
オ
カ

リ
ナ
演
奏
を
行
う
ク

ラ
ブ
で
、
南
公
民
館
で
開
か

れ
た
体
験
講
座
の
受
講
生
を

中
心
に
平
成
21
年
に
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。
会
員
は
６

人
で
、
同
館（
第
１
・
３
土
曜

日
と
第
４
月
曜
日　

い
ず
れ

も
午
後
１
時
45
分
）
に
集
ま

り
、
オ
カ
リ
ナ
作
家
で
奏
者

の
山や

ま

下し
た

徳の
り

行ゆ
き

先
生
の
指
導
の

下
、練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
下
手
で
も
い
い
か
ら
楽

し
く
や
ろ
う
」
が
モ
ッ
ト
ー

で
、
人
と
競
う
よ
う
な
こ
と

は
せ
ず
、
月
に
１
曲
ず
つ
自

分
の
ペ
ー
ス
で
練
習
す
る
の

が
こ
の
会
の
特
徴
で
す
。
練

習
以
外
で
は
、
年
に
１
回
、

県
内
の
オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ
と

合
同
で
発
表
会
を
開
催
し
て

い
る
ほ
か
、
定
期
的
に
市
内

の
老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
慰
問
し
、

演
奏
を
届
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
信
濃
わ
ら
び
山
荘
で
合

宿
を
し
た
り
、
忘
年
会
を
開

い
た
り
と
、
会
員
ど
う
し
の

交
流
の
輪
も
広
げ
て
い
ま
す
。

　

オ
カ
リ
ナ
は
、
誰
で
も
す

ぐ
に
音
を
出
す
こ
と
が
で
き

る
、
扱
い
や
す
く
て
、
親
し

み
や
す
い
楽
器
で
す
。
今
月

２
日
の
「
南
町
地
区
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
も

演
奏
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
、
オ
カ
リ
ナ
の
優
し
い
音

色
を
聴
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

ハ

興味のあるかたは､ 山本（緯441・8472）までお
気軽にご連絡ください。初心者のかたも大歓迎です



【　　】8

月
30
日
に
く
る
る
で
開
か

れ
る
『
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と

ピ
ア
ノ
で
奏
で
る
名
曲
コ
ン
サ
ー

ト
』（
お
知
ら
せ
版
９
㌻
）。「
地
元
・

蕨
で
の
演
奏
が
楽
し
み
で
す
ね
」

と
語
る
の
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏

者
の
中
村
美
音
さ
ん
（
29
歳
・
塚

越
４
丁
目
）
で
す
。
昨
年
、
留
学

先
の
ロ
シ
ア
か
ら
帰
国
。
日
本
人

離
れ
し
た
心
を
揺
さ
ぶ
る
情
熱
的

な
旋
律
が
聴
く
人
を
魅
了
し
ま
す
。

　

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
母
を
持
ち
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
を
手
に
し
た
の
は
４

歳
の
と
き
。
幼
少
時
代
か
ら
各
演

奏
家
に
師
事
し
、音
大
付
属
高
校
、

音
大
へ
と
進
み
着
実
に
才
能
を
伸

ば
し
て
い
っ
た
中
村
さ
ん
。
学
生

時
代
に
は
演
奏
会
へ
の
出
演
に
加

え
、
音
楽
番
組
で
の
バ
ッ
ク
演
奏

な
ど
多
方
面
で
活
動
し
て
い
き
ま
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平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
ヴァイオリン奏者　　　　　　

中
なか

村
むら

 美
み

音
おん

 さん

今

あふれる情熱を音色にのせて

し
た
。
し
か
し
、
同
時
に
長
い
ス

ラ
ン
プ
も
経
験
。
い
く
ら
練
習
し

て
も
本
番
で
ミ
ス
が
生
じ
、
し
だ

い
に
ソ
ロ
と
し
て
人
前
で
演
奏
す

る
こ
と
が
苦
し
く
な
る
よ
う
に
…
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
新
た
な
環
境

を
求
め
て
渡
っ
た
の
が
世
界
３
大

音
楽
院
の
一
つ
、
ロ
シ
ア
国
立
モ

ス
ク
ワ
音
楽
院
で
す
。
当
初
は
レ

ッ
ス
ン
の
度
に「
寝
て
い
る
よ
う
」

と
評
さ
れ
、
相
手
に
も
さ
れ
な
い

日
々
。
そ
れ
で
も
必
死
に
研
鑽さ

ん
を

重
ね
、「
自
ら
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー

ル
し
よ
う
」と
、在
籍
す
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
で
は
い
ち
早
く
課
題
曲
の

奏
者
を
志
願
し
ま
す
。
磨
き
上
げ

た
技
術
と
熱
意
で
チ
ャ
ン
ス
を
つ

か
む
と
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
ホ
ー
ル
の
舞
台
も

経
験
。
更
に
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で

も
成
績
を
収
め
、
周
囲
の
評
価
を

高
め
て
い
き
ま
し
た
。「
一
か
ら
音

楽
と
向
き
合
い
、
演
奏
す
る
喜
び

を
再
確
認
で
き
ま
し
た
」と
、６
年

間
の
留
学
生
活
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

現
在
は
プ
ロ
と
し
て
活
躍
す
る

傍
ら
、
市
内
の
教
室
で
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
中
村

さ
ん
。
母
・
千ち

恵え

子こ

さ
ん
と
の
共

演
も
予
定
さ
れ
て
い
る
冒
頭
の
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
お
な
じ
み
の
童
謡

か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
多
彩
な
楽

曲
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も

中
村
さ
ん
が
奏
で
る『
美
音
』に
酔

い
し
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

輝

いて
ます

「心に残る演奏を届けたいですね」と、中村さん

Kawanabe
yosai

　

左
の
作
品
は
、暁
斎
の
親
友
・
浪な

み

野の

東と
う

助す
け（
１
８
３
３
－
没
年
不
詳
）が
主

催
し
た
書
画
会
の
引ひ

き

札ふ
だ（
宣
伝
広
告
）

で
す
。
引
札
の
よ
う
に
、
売
り
物
で

は
な
い
配
り
物
の
錦
絵
を「
摺す

り

物も
の

」と

い
い
ま
す
。
東
助
は「
力
持
の
東
助
」

と
も
呼
ば
れ
た
ほ
ど
の
豪
の
者
で
あ

り
、
一
方
で
風
雅
を
好
み
、
暁
斎
の

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

 今月の河鍋暁斎記念美術館

現在の茨城県古河市
で生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開館＝午前10時～午後４時　休館＝木曜日 
ところ＝南町４-36-４　入館料＝一般540円  
中学生～大学生430円　小学生以下210円
詳細＝同館（☎441・9780）

（20人以上の団体は要予約）

河鍋暁斎記念美術館　期間＝25日（火）まで
｢暁斎・暁翠の錦絵－版下絵から版画まで－｣ 展
 同時開催｢堀田操･堀田浅子－二つの旅－｣ 展

暁斎筆　「東助書画会　引札」（部分）

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

天才絵師の作品

蕨にあり
─No.5 ─

自
宅
も
た
び
た
び
訪
ね
て
い
ま
す
。

引
札
に
は
、
東
助
が
大
き
な
筆
を
米

俵
に
縛
っ
て「
書
画
小
集
」と
揮き

毫ご
う

す

る
と
宣
伝
し
、
暁
斎
が
そ
の
姿
を
描

い
て
い
る
ほ
か
、
暁
斎
が
八
畳
敷
大

紙
に「
龍り

ゅ
う

頭ず

観か
ん

音の
ん

大だ
い

士じ

の
霊
像
」を
描

く
こ
と
も
宣
伝
さ
れ
て
い
ま
す
。『
暁

斎
絵
日
記
』
に
は
、
確
か
に
当
日
、

暁
斎
が
大
き
な「
龍
図
観
音
図
」を
揮

毫
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。


